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(57)【要約】
【課題】ＯＳＤ機能によるメニュー画面等の視認性を低
下させることなく、投写する画像のアスペクト比を変更
するプロジェクターを提供する。
【解決手段】プロジェクター１０は、ＯＳＤ画像を生成
するＯＳＤ画像生成部４４と、入力画像にＯＳＤ画像を
重畳した合成画像を生成するＯＳＤ処理部２４と、光束
を出射する光源部６２と、光束を合成画像に応じて変調
して画像光を生成する光変調装置６４と、画像光を投写
する投写光学系６６と、画像光において交差する２方向
の比率を変更する付加レンズ７０が投写光学系６６の光
路に挿入されたことを検出する装着検出部５８と、を備
え、ＯＳＤ画像生成部４４は、装着検出部５８が付加レ
ンズ７０の挿入を検出した場合、挿入された付加レンズ
７０に応じてＯＳＤ画像を生成する。
【選択図】図１



(2) JP 2015-220478 A 2015.12.7

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＯＳＤ画像を生成する生成部と、
　入力画像に前記ＯＳＤ画像を重畳した合成画像を生成する合成部と、
　光束を出射する光源部と、
　前記光束を前記合成画像に応じて変調して画像光を生成する変調部と、
　前記画像光を投写する投写部と、
　前記画像光において交差する２方向の比率を変更する光学部材が前記投写部の光路に挿
入されたことを検出する検出部と、を備え、
　前記生成部は、前記検出部が前記光学部材の挿入を検出した場合、挿入された前記光学
部材に応じて前記ＯＳＤ画像を生成することを特徴とするプロジェクター。
【請求項２】
　請求項１に記載のプロジェクターにおいて、
　前記ＯＳＤ画像に関するＯＳＤデータを記憶する記憶部を備え、
　前記生成部は、前記記憶部が記憶した前記ＯＳＤデータに基づいて前記ＯＳＤ画像を生
成することを特徴とするプロジェクター。
【請求項３】
　請求項１乃至２のいずれかに記載のプロジェクターにおいて、
　前記生成部は、前記検出部が前記光学部材の挿入を検出しない場合、第１の前記ＯＳＤ
画像を生成し、前記検出部が前記光学部材の挿入を検出した場合、第１の前記ＯＳＤ画像
を前記光学部材の光学特性に応じて変形させた第２の前記ＯＳＤ画像を生成することを特
徴とするプロジェクター。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項に記載のプロジェクターにおいて、
　前記生成部は、第１の前記ＯＳＤ画像を所定方向に拡縮することにより第２の前記ＯＳ
Ｄ画像を生成することを特徴とするプロジェクター。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載のプロジェクターにおいて、
　前記光学部材は、前記投写部に前記画像光が入射する一方の側、前記投写部から前記画
像光が出射する他方の側および前記投写部の内部の何れかに挿入されることを特徴とする
プロジェクター。
【請求項６】
　請求項３乃至５のいずれか１項に記載のプロジェクターにおいて、
　前記光学部材はアナモフィックレンズであり、
　前記生成部は、第１の前記ＯＳＤ画像を前記アナモフィックレンズにより前記画像光が
拡大される方向に縮小することにより第２の前記ＯＳＤ画像を生成することを特徴とする
プロジェクター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロジェクターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　入力映像を投写してスクリーンに表示するプロジェクターにおいて、投写光学系にアナ
モフィック光学系を付加することで、表示する入力映像のアスペクト比を変更する技術が
知られている（例えば、下記特許文献１および特許文献２参照）。特許文献１に記載のプ
ロジェクターでは、ユーザーの操作によりアナモフィック光学系を投写光学系の光路中に
移動させる機構を備えている。また、特許文献２に記載のプロジェクターでは、投写光学
系に付加されたアナモフィック光学系の光学特性に基づいて、投写する入力映像の投写対
象領域を補正する機能を備えている。
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　ところで、最近のプロジェクターでは、画像を表示中に種々の機能設定を行いたい場合
、ユーザーがプロジェクターを操作して機能設定のメニュー画面を呼び出し、メニュー画
面を画像に重畳させた状態で設定指示を行うオンスクリーンディスプレイ（以降、「ＯＳ
Ｄ」と呼ぶ）機能が具備されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－２３９８３５号公報
【特許文献２】特開２００５－７２８８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、ＯＳＤ機能を動作させたプロジェクターにアナモフィック光学系を付加
し、投写する画像のアスペクト比を変更する場合、ＯＳＤ機能によるメニュー画面等も所
定のアスペクト比に変形されて表示されるため、表示されるメニュー画面が一定の方向に
拡縮されることで、メニュー画面の文字情報の視認性が低下するという問題を有した。
　本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、ＯＳＤ機能によるメニュー画面等
の視認性を低下させることなく、投写する画像のアスペクト比を変更することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態又は適用例として実現することが可能である。
【０００６】
　［適用例１］
　本適用例にかかるプロジェクターは、ＯＳＤ画像を生成する生成部と、入力画像に前記
ＯＳＤ画像を重畳した合成画像を生成する合成部と、光束を出射する光源部と、前記光束
を前記合成画像に応じて変調して画像光を生成する変調部と、前記画像光を投写する投写
部と、前記画像光において交差する２方向の比率を変更する光学部材が前記投写部の光路
に挿入されたことを検出する検出部と、を備え、前記生成部は、前記検出部が前記光学部
材の挿入を検出した場合、挿入された前記光学部材に応じて前記ＯＳＤ画像を生成するこ
とを特徴とする。
【０００７】
　このような構成によれば、画像光において交差する２方向の比率を変更する光学部材が
投写部の光路に挿入されたことを検出し、挿入された光学部材に応じてＯＳＤ画像を生成
することにより、光学部材による画像光の比率変更により生じるＯＳＤ画像の視認性の低
下を回避できる。
【０００８】
　［適用例２］
　上記適用例にかかるプロジェクターにおいて、前記ＯＳＤ画像に関するＯＳＤデータを
記憶する記憶部を備え、前記生成部は、前記記憶部が記憶した前記ＯＳＤデータに基づい
て前記ＯＳＤ画像を生成することが好ましい。
【０００９】
　このような構成によれば、記憶部にＯＳＤデータを記憶しておくことで、迅速にＯＳＤ
画像を生成できる。
【００１０】
　［適用例３］
　上記適用例にかかるプロジェクターにおいて、前記生成部は、前記検出部が前記光学部
材の挿入を検出しない場合、第１の前記ＯＳＤ画像を生成し、前記検出部が前記光学部材
の挿入を検出した場合、第１の前記ＯＳＤ画像を前記光学部材の光学特性に応じて変形さ
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せた第２の前記ＯＳＤ画像を生成することが好ましい。
【００１１】
　このような構成によれば、光学部材が挿入されていない場合には、第１のＯＳＤ画像を
生成し、光学部材が挿入された場合には、光学部材の光学特性に応じて第１のＯＳＤ画像
が変形された第２のＯＳＤ画像を生成するため、光学部材の光学特性に応じて適切なＯＳ
Ｄ画像を生成できる。
【００１２】
　［適用例４］
　上記適用例にかかるプロジェクターにおいて、前記生成部は、第１の前記ＯＳＤ画像を
所定方向に拡縮することにより第２の前記ＯＳＤ画像を生成しても良い。
【００１３】
　［適用例５］
　上記適用例にかかるプロジェクターにおいて、前記光学部材は、前記投写部に前記画像
光が入射する一方の側、前記投写部から前記画像光が出射する他方の側および前記投写部
の内部の何れかに挿入されても良い。
【００１４】
　［適用例６］
　上記適用例にかかるプロジェクターにおいて、前記光学部材はアナモフィックレンズで
あり、前記生成部は、第１の前記ＯＳＤ画像を前記アナモフィックレンズにより前記画像
光が拡大される方向に縮小することにより第２の前記ＯＳＤ画像を生成することが好まし
い。
【００１５】
　このような構成によれば、第２のＯＳＤ画像は、アナモフィックレンズにより画像光が
拡大される方向に第１のＯＳＤ画像が縮小された態様であるため、投写される領域をアナ
モフィックレンズにより拡大されたＯＳＤ画像が広く占有することを回避できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態に係るプロジェクターの機能構成を示すブロック図。
【図２】投写光学系に付加レンズが装着されていない場合におけるＯＳＤ画像の合成方法
を示す図。
【図３】投写光学系に付加レンズが装着された場合におけるＯＳＤ画像の合成方法を示す
図。
【図４】投写モードを決定する処理の流れを示すフローチャート。
【図５】ＯＳＤ画像を投写するＯＳＤ処理の流れを示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
【００１８】
（実施形態）
　図１は、本実施形態に係るプロジェクター１０の機能構成を示すブロック図である。プ
ロジェクター１０は、入力される画像データに基づいて画像光を生成し、生成した画像光
をスクリーンＳＣに投写することにより、投写画像をスクリーンＳＣ上に表示する機能を
備える。
　プロジェクター１０は、光学的な画像の形成を行う投写装置６０と、この投写装置６０
に入力される画像信号を電気的に処理する画像処理系とを備える。本実施形態では、画像
処理系は画像入力部２０、画像処理部２２、ＯＳＤ処理部２４、光変調装置駆動部２６お
よび光源駆動部５０を想定する。
【００１９】
　また、プロジェクター１０は、記憶部５２、制御部３０および操作部２８を備える。記
憶部５２は、図示を略したＲＯＭやフラッシュメモリー等を想定し、各機能部を駆動させ
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るための制御プログラムや、ユーザーが呼び出したメニュー形式のユーザーインターフェ
イス画像や、ユーザーに対して告知するための警告メッセージ等を含むＯＳＤ画像を生成
するためのＯＳＤデータ（通常ＯＳＤデータ５４，縮小ＯＳＤデータ５６）を記憶してい
る。
　制御部３０は、図示を略したＣＰＵやＲＡＭ等を想定し、画像処理制御部３２、光変調
制御部３４、光源駆動制御部３６およびＯＳＤ制御部４０を備え、記憶部５２が記憶する
制御プログラムを読み出して実行することにより、各機能部の機能を制御する。また、Ｏ
ＳＤ制御部４０は、ＯＳＤモード決定部４２およびＯＳＤ画像生成部４４を備える。
　操作部２８は、プロジェクター１０に配置された操作ボタン（図示略）や、操作信号を
無線により送信するリモコン（図示略）を想定し、ユーザーによる操作指示を受け付ける
。
　投写装置６０は、光源部６２、光変調装置６４および投写光学系６６を備え、光学的な
画像の形成を行う。
【００２０】
　光源部６２は、キセノンランプ、超高圧水銀ランプ、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔ
ｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）、レーザー光源等の光源を備えている。また、光源部６２は、光源
が発光する光を光変調装置６４に導くリフレクター及び補助リフレクターや、光源の光を
光変調装置６４に至る経路上で減光させる調光素子（図示略）等を備えてもよい。また、
光源部６２には、光源駆動部５０が接続されている。光源駆動部５０は、光源駆動制御部
３６の制御に従って、光源部６２への電力供給を制御し、光源部６２の光源を点灯および
消灯させる。
　光変調装置６４は、後述する画像処理系からの信号を受けて、光源部６２から出射され
る光束を変調して画像光を生成する。光変調装置６４の具体的な構成としては、例えば、
ＲＧＢの各色に対応した３枚の透過型または反射型の液晶パネル（図示略）を用いた方式
が挙げられる。この場合、光変調装置６４には、光源部６２が発した光がダイクロイック
ミラー等によりＲ、Ｇ、Ｂの各色光に分離されて入射し、光変調装置６４が備える各色の
液晶パネルによって各色光が変調され、その後、クロスダイクロイックプリズムにより各
色光が合成されて、投写光学系６６に導かれる。本実施形態では、光変調装置６４が透過
型液晶パネルを備えた構成とする。光変調装置６４は光変調装置駆動部２６によって駆動
され、マトリクス状に配置された各画素における光の透過率を変化させることにより、画
像光を生成する。尚、光変調装置６４は、液晶パネルを用いた方式には限定されず、ＤＬ
Ｐ方式やＬＣＯＳ方式等の他の方式も想定できる。また、光変調装置６４は変調部に相当
する。
【００２１】
　投写光学系６６は、光変調装置６４により変調された画像光を光学的に拡大してスクリ
ーンＳＣに投写する機能を備えている。投写光学系６６は、具体的には複数のレンズから
なるレンズ群により構成される。これらのレンズの位置を調整することにより、スクリー
ンＳＣ上の投写画像のフォーカス調整および投写画像の拡大・縮小を調整するズーム調整
が可能である。
　また、投写光学系６６は、光学部材である付加レンズ７０を着脱可能に装着するための
機構を備えている。付加レンズ７０は、画像の縦方向と横方向のように交差する２方向の
比率を示すアスペクト比を変換し、画角を切り替えるためのレンズである。本実施形態で
は、付加レンズ７０は、投写光学系６６において画像光が出射する一方の側に装着するこ
とで、光学系の光路に挿入される態様を想定するが、これには限定されない。例えば、付
加レンズ７０は、画像光が入射する他方の側に装着する態様や、投写光学系６６の内部、
即ち、投写光学系６６を構成するレンズ間に設置される態様も想定できる。尚、投写光学
系６６は投写部に相当する。
【００２２】
　また、付加レンズ７０は、アスペクト比１６：９の画像を２．３５：１のシネマスコー
プサイズに画角を拡大するアナモフィックレンズを想定するが、これには限定されない。
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また、集光特性が直交する２方向で異なるトーリックレンズやシリンドリカルレンズ等の
非軸対象レンズや、画像光を半球状の投写面に投写する魚眼レンズ等も想定できる。
　装着検出部５８は、投写光学系６６に付加レンズ７０が装着されたことを検出し、装着
を示す装着信号をＯＳＤモード決定部４２に送る。本実施形態では、押圧スイッチや光電
スイッチ等で付加レンズ７０の着脱を検出する態様を想定するが、これには限定されない
。例えば、投写画像を撮影するためのＣＣＤカメラをプロジェクター１０が備える場合、
ＣＣＤカメラが撮影した投写画像のサイズ等を解析して付加レンズ７０の装着を判断して
も良い。尚、装着検出部５８は検出部に相当する。
【００２３】
　次に、プロジェクター１０の画像処理系について説明する。
　画像入力部２０は、何れも図示を略した、パーソナルコンピューターや各種画像プレー
ヤー等の外部の画像供給装置、並びに、フラッシュメモリー等のメモリーカードからコン
テンツ画像等の入力画像の画像データを受け付ける。画像データは、動画像（映像）のデ
ータであっても良く、また、静止画像のデータであっても良い。
　本実施形態では、画像入力部２０は、例えば、デジタル映像信号が入力されるＤＶＩ（
Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｉｓｕａｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）インターフェイス、ＵＳＢインタ
ーフェイス及びＬＡＮインターフェイスや、ＨＤＭＩ（登録商標）規格に準拠したＨＤＭ
Ｉコネクター等、ＶＥＳＡ（Ｖｉｄｅｏ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｓｔａｎｄａｒｄｓ
　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）が策定したＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔ（商標）規格に準拠した
コネクター等を有するインターフェイスを想定する。尚、画像入力部２０が受け付けた画
像データは、必要に応じてスケーリング処理が施された後、画像処理部２２に送られる。
【００２４】
　画像処理部２２は、画像処理制御部３２の制御に従って、画像入力部２０が出力した画
像データを取得して、画像データについて、画像サイズや解像度、静止画像か動画像であ
るか、動画像である場合はフレームレート等の属性などを判定する。そして、画像処理部
２２は、フレーム毎にフレームメモリー（図示略）に画像を展開する。また、画像処理部
２２は、取得した画像データ解像度が光変調装置６４の液晶パネルの表示解像度と異なる
場合に解像度変換処理を行い、操作部２８からズームが指示された場合には拡大／縮小処
理を行って、これらの処理後の画像をフレームメモリーに展開する。その後、画像処理部
２２は、フレームメモリーに展開したフレーム毎の画像データをＯＳＤ処理部２４に出力
する。
　ＯＳＤ処理部２４は、ＯＳＤ制御部４０がＯＳＤ表示を決定した場合、ＯＳＤ画像生成
部４４が生成したＯＳＤ画像と、フレーム毎の画像と、を合成した合成画像を示す合成画
像データを生成し、生成した合成画像データを画像信号として光変調装置駆動部２６に出
力する。他方で、ＯＳＤ制御部４０がＯＳＤ表示を決定しない場合、ＯＳＤ処理部２４は
、フレーム毎の画像データを画像信号として光変調装置駆動部２６に出力する。尚、ＯＳ
Ｄ制御部４０は、操作部２８からのＯＳＤ表示指示に基づいて、ＯＳＤ画面の表示を決定
する。尚、ＯＳＤ処理部２４は合成部に相当する。
【００２５】
　ＯＳＤモード決定部４２は、装着検出部５８から送られる装着信号に基づいてＯＳＤを
表示する表示モードを決定する。本実施形態では、ＯＳＤモード決定部４２は、付加レン
ズ７０の装着を示す装着信号を受け付けた場合、拡大投写モードに決定する。他方で、Ｏ
ＳＤモード決定部４２は、付加レンズ７０の装着を示す装着信号を受け付けていない場合
、通常投写モードに決定する。ＯＳＤモード決定部４２は、決定した投写モードの情報を
ＯＳＤ画像生成部４４に通知する。
　ＯＳＤ画像生成部４４は、ＯＳＤモード決定部４２から通知される投写モードに応じて
、ＯＳＤ画像を生成する。本実施形態では、投写モードが通常投写モードの場合、ＯＳＤ
画像生成部４４は、記憶部５２に予め記憶されている通常ＯＳＤデータ５４に基づいて、
第１のＯＳＤ画像に相当する通常のＯＳＤ画像１０５Ａ（図２）を生成する。また、投写
モードが拡大投写モードの場合、ＯＳＤ画像生成部４４は、記憶部５２に予め記憶されて
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いる縮小ＯＳＤデータ５６に基づいて、第２のＯＳＤ画像に相当する縮小されたＯＳＤ画
像１０５Ｂ（図３）を生成する。ＯＳＤ画像生成部４４が生成した何れかのＯＳＤ画像は
、ＯＳＤ処理部２４に送られる。尚、ＯＳＤ画像生成部４４は生成部に相当する。
【００２６】
　光変調装置駆動部２６は光変調制御部３４の制御に従って駆動し、ＯＳＤ処理部２４か
ら送られるフレーム毎の画像信号に基づいて、光変調装置６４を駆動させることにより画
像光を生成させる。
　図２は、通常投写モード、即ち、投写光学系６６に付加レンズ７０が装着されていない
場合におけるＯＳＤ画像の合成方法を示す図である。投写モードが通常投写モードの場合
、通常のＯＳＤ画像１０５Ａは、記憶部５２に記憶されている通常ＯＳＤデータ５４に基
づいて生成される。通常ＯＳＤデータ５４は、通常のＯＳＤ画像１０５Ａを示すイメージ
データであっても良く、また、メニュー形式のＵＩ画面を定義するビットマップデータや
メニュー内容を定義するテキストデータがそれぞれ収容された態様であっても良い。ＯＳ
Ｄ処理部２４は、画像データが示すコンテンツ画像１００上の所定位置に通常のＯＳＤ画
像１０５Ａが重畳されたＯＳＤ合成画像１１０Ａの画像データを生成する。
　従って、例えば、コンテンツ画像１００のアスペクト比が１６：９であり、光変調装置
６４の描画領域も１６：９である場合、投写装置６０は、ＯＳＤ合成画像１１０Ａを左右
方向や上下方向に拡縮することなくスクリーンＳＣに投写する。これにより、視聴者は、
ＯＳＤ合成画像１１０Ａと略同一のイメージ像をスクリーンＳＣで視認できる。
【００２７】
　図３は、拡大投写モード、即ち、投写光学系６６に付加レンズ７０が装着された場合に
おけるＯＳＤ画像の合成方法を示す図である。この場合、コンテンツ画像１００は、入力
された際のアスペクト比がシネマスコープサイズであり、画像処理部２２により上下方向
に解像度変換処理された態様であっても良い。
　投写モードが拡大投写モードの場合、縮小されたＯＳＤ画像１０５Ｂは、記憶部５２に
記憶されている縮小ＯＳＤデータ５６に基づいて生成される。縮小ＯＳＤデータ５６は、
縮小されたＯＳＤ画像１０５Ｂを示すイメージデータであっても良く、また、ＵＩ画面を
定義するビットマップデータやメニューの選択肢を定義するテキストデータがそれぞれ収
容された態様であっても良い。
　本実施形態では、付加レンズ７０としてアナモフィックレンズを想定しているため、縮
小ＯＳＤデータ５６は、アナモフィックレンズの効果でアスペクト比が変更されて投写さ
れる場合に、通常のＯＳＤ画像１０５Ａのようなイメージ像が投写されるように、通常の
ＯＳＤ画像１０５Ａを所定方向に変形（この場合は横方向に縮小）した態様を示している
。
　ＯＳＤ処理部２４は、画像データが示すコンテンツ画像１００上の所定位置に縮小され
たＯＳＤ画像１０５Ｂが重畳されたＯＳＤ合成画像１１０Ｂの画像データを生成する。
　投写装置６０はＯＳＤ合成画像１１０Ｂの画像光を生成し、生成した画像光を投写光学
系６６から出射する。出射された画像光はアナモフィックレンズでアスペクト比がシネマ
スコープサイズに変更された後、スクリーンＳＣに投写される。視聴者は、アスペクト比
が変更されたイメージ像１２０をスクリーンＳＣで視認する。この結果、視聴者は、イメ
ージ像１２０におけるＯＳＤ画像イメージを通常のＯＳＤ画像１０５Ａのように良好に視
認できる。更に、投写光学系６６が投写可能な投写領域において、ＯＳＤ画像イメージの
領域は広くならないため、視聴者に対して動画像の視認性の低下を感じさせることはない
。
【００２８】
　尚、本実施形態では、縮小ＯＳＤデータ５６は１つのアナモフィックレンズの特性に対
応して決定されたが、これには限定されない。例えば、ユーザーが複数種類の付加レンズ
７０から１つを選択して投写光学系６６に装着した場合、装着検出部５８は、投写光学系
６６に装着された付加レンズ７０の識別情報を取得し、装着信号と共にＯＳＤモード決定
部４２に送る。ＯＳＤモード決定部４２は、記憶部５２に記憶された複数のＯＳＤデータ
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の中から識別情報に対応する１つを選択し、ＯＳＤ画像生成部４４は選択されたＯＳＤデ
ータに基づいてＯＳＤ画像を生成しても良い。
　尚、付加レンズ７０に対応するＯＳＤデータは、縮小には限定されず、拡大されても良
い。また、一方の方向には縮小し、一方の方向には拡大する態様も想定できる。
　また、ＯＳＤモード決定部４２は、記憶部５２のＯＳＤデータを参照することなく、識
別情報に基づいて付加レンズ７０の光学特性に応じたＯＳＤ画像を生成しても良い。
　図４は、プロジェクター１０の投写モードを決定する処理の流れを示すフローチャート
である。
　この処理が開始されると、制御部３０はアナモフィックレンズの投写光学系６６への装
着状態を取得する（ステップＳ２００）。
【００２９】
　次に、制御部３０は装着状態を判定し（ステップＳ２０２）、アナモフィックレンズが
投写光学系６６に装着されていると判定した場合（ステップＳ２０２でＹｅｓ）、制御部
３０は投写モードを拡大投写モードに設定し（ステップＳ２０４）、処理を終了する。
　他方で、アナモフィックレンズが投写光学系６６に装着されていないと判定した場合（
ステップＳ２０２でＮｏ）、制御部３０は投写モードを通常投写モードに設定し（ステッ
プＳ２０６）、処理を終了する。
　図５は、プロジェクター１０がＯＳＤ画像を投写するＯＳＤ処理の流れを示すフローチ
ャートである。
　この処理が開始されると、制御部３０は投写モードの情報を取得する（ステップＳ２１
０）。
【００３０】
　次に、制御部３０は、取得した投写モードが拡大投写モードに設定されているか、否か
を判定する（ステップＳ２１２）。
　ここで、拡大投写モードに設定されていると判定した場合（ステップＳ２１２でＹｅｓ
）、制御部３０は縮小ＯＳＤデータ５６に基づいて縮小されたＯＳＤ画像１０５Ｂを生成
し（ステップＳ２１４）、ステップＳ２１８に進む。
　他方で、拡大投写モードに設定されていない、即ち、通常投写モードに設定されている
と判定した場合（ステップＳ２１２でＮｏ）、制御部３０は通常ＯＳＤデータ５４に基づ
いて通常のＯＳＤ画像１０５Ａを生成し（ステップＳ２１６）、ステップＳ２１８に進む
。
　ステップＳ２１８では、制御部３０はコンテンツ画像１００とＯＳＤ画像とを合成した
合成画像を生成し（ステップＳ２１８）、生成した合成画像を投写してスクリーンＳＣ上
に表示し（ステップＳ２２０）、処理を終了する。
　尚、ＯＳＤ画像の投写が指示された場合、制御部３０は図４および図５で示した処理を
所定の時間間隔で繰り返すように構成されている。従って、一方のＯＳＤ画像を投写中に
アナモフィックレンズが着脱された場合、制御部３０は即座に他方のＯＳＤ画像を切り替
えることができる。
【００３１】
　以上述べた実施形態によれば、以下のような効果を奏する。
　（１）アナモフィックレンズにより横方向に拡大してコンテンツ画像１００を投写する
場合、スクリーンＳＣ上のイメージ像１２０におけるＯＳＤ画像イメージは通常のＯＳＤ
画像１０５Ａのように視認されるため、アスペクト比の変更によるＯＳＤ画像イメージの
視認性低下を回避できる。また、縮小されたＯＳＤ画像１０５Ｂは予め横方向に縮小され
ているため、横方向の拡大されたＯＳＤ画像イメージが投写領域を広く占めることによる
コンテンツ画像１００の視認性低下も回避できる。
　（２）縮小されたＯＳＤ画像１０５Ｂは、記憶部５２に記憶された縮小ＯＳＤデータ５
６に基づいて生成されるため、通常ＯＳＤデータ５４に基づいた縮小加工が不要になるこ
とから、ＯＳＤ画像イメージの画質劣化を回避できる。
　本発明の実施形態について、図面を参照して説明したが、具体的な構成は、この実施形



(9) JP 2015-220478 A 2015.12.7

10

態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含まれる。ま
た、以上のような手法を実施する装置は、単独の装置によって実現される場合もあれば、
複数の装置を組み合わせることによって実現される場合もあり、各種の態様を含むもので
ある。
　各実施形態における各構成及びそれらの組み合わせは一例であり、本発明の趣旨から逸
脱しない範囲内で、構成の付加、省略、置換およびその他の変更が可能である。また、本
発明は実施形態により限定されるものではなく、クレームの範囲によってのみ限定される
。
【符号の説明】
【００３２】
　１０…プロジェクター、２０…画像入力部、２２…画像処理部、２４…ＯＳＤ処理部、
２６…光変調装置駆動部、２８…操作部、３０…制御部、３２…画像処理制御部、３４…
光変調制御部、３６…光源駆動制御部、４０…ＯＳＤ制御部、４２…ＯＳＤモード決定部
、４４…ＯＳＤ画像生成部、５０…光源駆動部、５２…記憶部、５４…通常ＯＳＤデータ
、５６…縮小ＯＳＤデータ、５８…装着検出部、６０…投写装置、６２…光源部、６４…
光変調装置、６６…投写光学系、７０…付加レンズ、１００…コンテンツ画像、１０５Ａ
…通常のＯＳＤ画像、１０５Ｂ…縮小されたＯＳＤ画像、１１０Ａ，１１０Ｂ…ＯＳＤ合
成画像、１２０…イメージ像。

【図１】 【図２】
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